
2024年10月11日　一色中部小学校

＜子どもの感想＞

Q: 今日の授業を通して感じたことや学んだこと、印象に残ったことなどを教えてください。
　 また授業をしてくれた医療・介護職の方々に対して、メッセージをお願いします。

小6男子
いのちの授業でがんのこわさやがんにならないための対策、いざという時のためにどんなことをすれば
いいのかとてもわかりやすく楽しく勉強することができてよかったです。

小6女子
これからも自分自身の体を守っていくことはもちろん大切だし、いざというときのために家族で話し
合っておくこともしていくといいということを学びました。「がん」という病気についてあまりよく知
らなかったけど、いろんな知識が増えたので家族にそのことを伝えようと思えるようになりました。

小6女子
グループワークの際にヒントを出してくれて、いろいろな考えを出すことができました。波平さんのよ
うに、病気により希望を話せなくなることがあるということがよく理解できました。

小6女子
私が、カツオの立場だったら、どんなことをしてあげれるかを考えました。もし、家族の1人が病気に
かかっても動けるようにはなったと思います。いのちの授業で学んだことは、たばこを吸うと、がんに
なる確率が6倍以上になることです。なので、お父さんやお母さんに伝えることも分かりました。

小6男子
印象に残ったのが、サザエさんちを例にした家族の事です。自分がもし大人になって上京していて親が
病気になったとき、すぐにかけつけられないし、病気が悪化して介護が必要になったら仕事も変わって
しまうから、どのような生活をしていったらいいのかと思った。



小6女子
介護される人の気持ちを考えるときに、私たちにアドバイスしてくれてありがとうございます。介護や
命に関わる、人を助ける仕事はとてもカッコイイと思いました。

小6男子
ぼくはこの授業を通して感じたことは、がんは、ぜったいに死ぬ病気じゃないと分かったことがすごく
印象に残りました。なのでぼくはこの授業をいかして学ぶようにします。

小6男子
5時間の授業ではクイズですごく深く考えれて楽しかったし、6時間目では、波平さんやかつおくんのこ
とについてどうしたらいいのかなどを考えれていい経験になりました。

＜いのちの尊さ「授業後の宿題」：家族や周りの大人にインタビュー＞

1) がんで、あと半年の命と医師に言われたら、どこでどんなふうに過ごしたいですか　
2) 2)その理由

小6男子の母親
1) なるべく家族と過ごしたいと思いますが、在宅となると家族への負担も大きいで悩みます。
2) 私がいなくなった後も家族の生活は続くので、家事の仕方や分担を教えたいからです。

小6女子の家族
1) 体が動くなら「家」、動かないなら「病院」。
2) 最期は家で過ごしたいから。

小6男子の父親
1) 日本一周やいったことないところにいく。
2) 残された時間を好きに生きたい。

小6男子の家族
1) 子どもにまだ教えていないことなどを聞かせたりしたいです。
2) 子どもが一番大切な存在だから。

小6男子の母親
1) 東京に行って、推し活をしたい。
2) いつも仕事ばかりだから、好きなことをゆっくりしたい。

小6男子の祖母
1) 家で家族に囲まれて過ごしたいです。
2) 一番リラックスできる環境で色々な事を思い出しながら最期をむかえたいと思ったので。

小6女子の母親
1) できるだけふつうの生活がしたい。できるなら家族との思い出作りがしたい。
2) 最後が病院生活だけはさみしいから。



小6女子の母親
1) 治療するすべがないのなら、家で家族と普段通りの生活をしたり旅行に行ったりしたい。
2) それが一番の幸せだから。

＜家族や周りの大人から、おうちで話し合った感想を書いてもらって下さい＞

小6女子家族
家で家族と過ごしたいという気持ちがある一方で、家族に迷惑をかけたくないという気持ちもあり、答
えの出せない難しい話だなと思いました。娘のどんな状態でも家に居てくれた方が嬉しいという意見は
意外だったので、家族と日頃から話をしておくことは大切だなと思います。

小6男子家族
あまり余命のことは考えたことはなかったので、はじめて息子に自分の思いを伝えて、考えてもらって
いい機会ができたと思います。息子にも自分の命を大切にして大人になってもらいたいです。

小6男子家族
がんにならないようにタバコや体に害がでるようなものをやめようと思いました。

小6女子家族
2人に1人ががんになると言われ、治療の幅も広がっているとは言え、まだまだ恐ろしい病気なので毎年
定期検診を行っていきたい。

小6男子家族
誰でもがんになりえる時代なので、他人事ではないと思いました。息子の祖父が2月にがんで亡くなって
いるため、その時の事を思い出し、自分がどうしてあげたいか、自分が逆の立場だったらどう生きるか
を再度考えました。

小6男子家族
二人とも家でゆっくりすごしたいと言っていて、やっぱりみんな家で最期をむかえたいんだなぁと思い
ました。でもだいたいは病院で死んでしまっているから、願いを若いころからかなえておいて老後、後
悔しないようにしたいなと思いました。

小6男子家族
半年の命だったら…と今まで真剣に考えたことがなかったので家族で話すよいきっかけになりました。
家族と少しでも長く暮らしたいので、普段の生活もその気持ちをもって暮らそうと思いました。

小6男子家族
誰がどんなふう最期をすごしたいかを知ることができました。なかなか自分の思いを家族に伝えるのは
恥ずかしいため、エンディングノートみたいに記入するといいなと感じました。また、ACPなど自分の
思いを伝える事も大事で、悔いのない最期を家族と迎えられるのではないか、と思います。


